


魚類

12 13

▲幼
よう

魚
ぎょ

や雌では背
せ

鰭
びれ

に黒点が
ある

▲肩
かた

の斑
はん

と体
たい

側
そく

の有
ゆう

色
しょく

線
せん

がつ
ながる

▲タイリクバラタナゴの腹
はら

鰭
びれ

は前
ぜん

縁
えん

が銀白

解説

▲

82頁

解説

▲

82頁

解説

▲

82頁

●コイ科　●体長：5㎝　●繁殖期：3月～ 9月
●分布：九州（北部）

カゼトゲタナゴ

●コイ科　●体長：8㎝　●繁殖期：3月～ 9月
●分布：北海道・本州・四国・九州

タイリクバラタナゴ

●コイ科　●体長：8㎝　●繁殖期：4月～ 8月
●分布：本州（濃尾平野と近畿地方）・岡山平野・四国・熊本県江津湖

イチモンジタナゴ
タナゴ類の見分け方

口ひげはないか
ほとんど目立たない目立つ口ひげあり

体色の
有
ゆう

色
しょく

線
せ ん

なし

体
たい

高
こう

が高い

体
たい

側
そく

の
有
ゆう

色
しょく

線
せ ん

あり
体
たい

高
こう

が低い

＊婚
こん
姻
いん
色
しょく
：繁

はん
殖
しょく
期
き
になると現れる体

たい
色
しょく青字はもともと分

ぶん

布
ぷ

していなかった場所へ新たに移
い

入
にゅう

した地
ち

域
いき

体色は黄
おう

褐
かっ

色
しょく

。雄の婚
こん

姻
いん

色
しょく
＊はくす

んだオレンジ色

肩
けん

部
ぶ

に明
めい

瞭
りょう

な黒
こく

斑
はん

はない。雄の婚
こん

姻
いん

色
しょく
＊では背

せ

鰭
びれ

の一部が赤い。体
たい

側
そく

の有
ゆう

色
しょく

線
せん

は背
せ

鰭
びれ

前
ぜん

端
たん

をこえない

体色は銀白色。雄の婚
こん

姻
いん

色
しょく
＊は赤

色味を帯
お

びる

肩
けん

部
ぶ

に逆三角形の黒
こく

斑
はん

がある。雄
の婚

こん

姻
いん

色
しょく
＊では背

せ

鰭
びれ

全体が桃
もも

色
いろ

体
たい

側
そく

を走る有
ゆう

色
しょく

線
せん

は肩
けん

部
ぶ

の斑
はん

につ
ながる

体
たい

側
そく

を走る有
ゆう

色
しょく

線
せん

は肩
けん

部
ぶ

の斑
はん

につ
ながらない

タビラ類

アブラボテ タイリクバラタナゴ

カネヒラ
ヤリタナゴ

イチモンジタナゴ

タナゴ
タイリクバラタナゴ

ニッポンバラタナゴ
出典：Arai, R. et al.(2007) 
Bull. Natl. Mus. Nat. Sci., 
Ser.A, Suppl., 1

キタノアカヒレタビラ

アカヒレタビラ

シロヒレタビラ

ミナミアカヒレタビラ

セボシタビラ

要注意外来生物

絶滅危惧ⅠB類

絶滅危惧ⅠA類



魚類 魚類

28 29

▲稚
ち

魚
ぎょ

■キタノメダカは下
しも

北
きた

半
はん

島
とう

か
ら奥

お い ら せ

入瀬川
がわ

水
すい

系
けい

、阿
あ

武
ぶ

隈
くま

川
がわ

水
すい

系
けい

、津
つ

軽
がる

半
はん

島
とう

から兵
ひょう

庫
ご

県
けん

円山
川水

すい

系
けい

までの日
に

本
ほん

海
かい

側
がわ

、など
と佐

さ

渡
ど

に分
ぶん

布
ぷ

する。（左） 
■ミナミメダカはそれ以

い

外
がい

の
本
ほん

州
しゅう

・四
し

国
こく

・九
きゅう

州
しゅう

と対
つ

馬
しま

、壱
い

岐
き

、種
たねがしま

子島、奄
あま

美
み

大
おお

島
しま

、沖
おき

縄
なわ

島
じま

、久
く

米
め

島
じま

などに分
ぶん

布
ぷ

する。

解説
▲

88頁

解説

▲

89頁

解説

▲

88頁

解説

▲

88頁

●タイワンドジョウ科　●体長：85㎝　●繁殖期：5～ 8月
●分布：本州～九州

カムルチー

●カダヤシ科　●体長：5㎝　●繁殖期：3～ 10月
●分布：本州～琉球列島

カダヤシ

●メダカ科　●体長：3㎝　●繁殖期：4～ 10月
●分布：本州～琉球列島

●メダカ科　●体長：3㎝　●繁殖期：5～ 8月
●分布：本州（青森県・東北地方の日本海側・北陸地方から兵庫県北部）

ミナミメダカ

キタノメダカ

▲臀
しり

鰭
びれ

。雄の臀
しり

鰭
びれ

は棒
ぼう

状
じょう

で、
交
こう

尾
び

器
き

となっている

特定外来生物

要注意外来生物

カダヤシ、グッピー、メダカの見分け方

青字はもともと分
ぶん

布
ぷ

していなかった場所へ新たに移
い

入
にゅう

した地
ち

域
いき

＊グッピーの解説は112頁を参
さん

照
しょう

♂

▲背
せ

鰭
びれ

（上）と腹
はら

鰭
びれ

（下）。雄
の臀
しり

鰭
びれ

は雌より幅
はば

が広く、背
せ

鰭
びれ

後部に切れこみがある

♀

♀

♂

♂

絶滅危惧Ⅱ類

絶滅危惧Ⅱ類

♀

▲２種のメダカの雄の背
せ

鰭
びれ

。
キタノメダカ（左）より、ミ
ナミメダカ（右）の方の切れ
込みが深い

♀

♂

背
せ

鰭
びれ

、臀
しり

鰭
びれ

、尾
お

鰭
びれ

の配
はい

置
ち

や大きさ、形
かたち

などで区
く

別
べつ

する

キタノメダカ

ミナミメダカ

2種のメダカの分
ぶん

布
ぷ

図
ず

出典： Asai, T. et al.（2012） Ichthyol. Explor. Freshwaters, 22（4）より作成

カダヤシ
♂ ♀

グッピー＊

♂ ♀

メダカ
♂ ♀



水生昆虫

4342

▲1齢
れい

幼
よう

虫
ちゅう

（右下）と3齢
れい

幼
よう

虫
ちゅう

（左上）

解説
▲

94頁

解説

▲

94頁

解説

▲

94頁

●ナベブタムシ科　●体長：9～ 10㎜　●出現期：ほぼ一年中
●分布：本州・四国・九州（北部）

ナベブタムシ

●コオイムシ科　●体長：17～ 20㎜　●繁殖期：7～ 9月
●分布：北海道・本州・四国・九州

コオイムシ

●コオイムシ科　●体長：45～ 70㎜　●繁殖期：6～ 7月
●分布：本州・四国・九州

タガメ

▲前
ぜん

胸
きょう

背
はい

前
ぜん

縁
えん

の中央（矢印）が
左右の前縁角を結んだ線より浅
いのがコオイムシ（上）、深く湾

わん

入
にゅう

するのがオオコオイムシ（下）

大～中型種

小型種

コマツモムシ
6～ 7㎜

ミズムシ
9.5～ 11㎜

コミズムシ
5.5～ 6.5㎜

タガメ
45～ 70㎜

呼こ

吸き
ゅ
う

管か
ん

は
体
長
と
同
じ
か
や
や
長
い

コオイムシ
17～ 20㎜

タイコウチ
30～ 38㎜

水生カメムシ類のいろいろ（実物大）

マツモムシ
11.5～ 14㎜

タガメ

オイムシ

呼こ

吸き
ゅ
う

管か
ん

は
体
長
と
同
じ
か
や
や
長
い

ミズカマキリ
40～ 50㎜

アメンボ
11～ 16㎜

解説

▲

94～ 95頁

ナベブタムシ
9～ 10㎜

絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧



両生類、水生昆虫解説両生類解説

90 91

■カスミサンショウウオ
体は黒に近い暗

あん

褐
かっ

色
しょく

で、体をおおう微
び

小
しょう

な斑
はん

点
てん

はあまり目 
立たない。尾の背

はい

面
めん

側
がわ

に黄土色の縁
ふち

どりがあるものが多
い。イモリにくらべてぬめりのある皮

ひ

膚
ふ

に見える。田んぼ
の脇

わき

にある溝
みぞ

などの止
し

水
すい

で、春早く産
さん

卵
らん

する。

■ゲンゴロウ
体は後ろで少しふくらんだだ円形。背

はい

面
めん

はやや緑色をおび
た黒色で、前

ぜん

胸
きょう

と上
じょう

翅
し

に黄
おう

褐
かっ

色
しょく

の縁
ふち

どりがある。腹
ふく

面
めん

は
全体に黄

おう

褐
かっ

色
しょく

で、中
ちゅう

央
おう

部分に縦
たて

に長いだ円の黒色部分が
ある。雄は翅

はね

に光
こう

沢
たく

があり、雌は細かなしわがある。

■クロゲンゴロウ
体は全身黒色で、雄雌とも光

こう

沢
たく

がある。中
ちゅう

脚
きゃく

の一部や後
こう

脚
きゃく

の腿
たい

節
せつ

に赤
せき

褐
かっ

色
しょく

部分がある。生きている時は上
じょう

翅
し

の先
せん

端
たん

あたりに1対
つい

の小さな赤
せき

褐
かっ

色
しょく

の点が見える。体の大きさ
全身が黒いことで他

ほか

の種とはっきりと区
く

別
べつ

できる。

■ハイイロゲンゴロウ
体は灰

はい

色
いろ

をおびた黄
おう

褐
かっ

色
しょく

で、腹
ふく

面
めん

は赤
せき

褐
かっ

色
しょく

。頭
とう

部
ぶ

や前
ぜん

胸
きょう

、上
じょう

翅
し

に黒い斑
はん

紋
もん

がある。上
じょう

翅
し

は黒い点
てん

状
じょう

の筋
すじ

がはっ
きり見え、黒い斑

はん

紋
もん

は中
ちゅう

央
おう

部の側
そく

縁
えん

に1対
つい

、そのやや後ろ
に左右3列

れつ

、先
せん

端
たん

部に1対
つい

ある。

■シマゲンゴロウ
体は全体に黒色で、黄

おう

褐
かっ

色
しょく

の斑
はん

紋
もん

や筋
すじ

があり、腹
ふく

面
めん

は赤
せき

褐
かっ

色
しょく

。頭
とう

部
ぶ

の前方や前
ぜん

胸
きょう

後方は黄
おう

褐
かっ

色
しょく

で、上
じょう

翅
し

には前方
中
ちゅう

央
おう

に1対
つい

の黄
おう

褐
かっ

色
しょく

の斑
はん

紋
もん

、側
そく

方
ほう

に2対
つい

の黄
おう

褐
かっ

色
しょく

の筋
すじ

が
ある。この筋

すじ

模
も

様
よう

で他
ほか

の種と区
く

別
べつ

できる。

■マルガタゲンゴロウ
体はほかの種よりやや幅

はば

があり、全体に暗
あん

褐
かっ

色
しょく

。頭
とう

部
ぶ

は
黒く、口元や後

こう

頭
とう

部
ぶ

には黄
おう

褐
かっ

色
しょく

の部分がある。前
ぜん

胸
きょう

は黒
いが、中

ちゅう

央
おう

部分は帯
おび

状
じょう

に黄
おう

褐
かっ

色
しょく

。上
じょう

翅
し

は全体がとても小
さな粒

りゅう

状
じょう

の模
も

様
よう

でおおわれている。

■ヌマガエル
体は褐

かっ

色
しょく

で、肢
あし

をふくめて全体に長いだ円形をした、はっ
きりしないイボ状

じょう

の突
とっ

起
き

をまとう。淡
たん

色
しょく

の背
はい

中
ちゅう

線
せん

をもつも
のが多い。体にぬめりがあり、腹

ふく

面
めん

が白いことで、ツチガ
エルと区

く

別
べつ

できる。

■トノサマガエル
体は淡

たん

褐
かっ

色
しょく

から茶
ちゃ

褐
かっ

色
しょく

で、緑色の部分も広い。背
はい

面
めん

には
暗色の斑

はん

紋
もん

と1対
つい

の背
はい

側
そく

線
せん

、1本の背
はい

中
ちゅう

線
せん

がある。腹
ふく

面
めん

は白い。鼻
はな

先
さき

がややとがり、肢
あし

が長く、脇
わき

腹
ばら

や腿
もも

の斑
はん

紋
もん

がつながっていることで、トウキョウダルマと区
く

別
べつ

できる。

■トウキョウダルマガエル
体は淡

たん

褐
かっ

色
しょく

から茶
ちゃ

褐
かっ

色
しょく

で、緑色の部分が広いものがいる。
ふつう背

はい

側
そく

線
せん

と背
はい

中
ちゅう

線
せん

があるが、ナゴヤダルマでは背
はい

中
ちゅう

線
せん

のないものが多い。鼻
はな

先
さき

がやや丸く肢
あし

は短く、斑
はん

紋
もん

がそ
れぞれ独

どく

立
りつ

していることで、トノサマガエルと区
く

別
べつ

できる。

■ウシガエル
体の背

はい

面
めん

はうすい緑色の地色に茶
ちゃ

褐
かっ

色
しょく

の大きな斑
はん

紋
もん

が多
数あり、全体にまだら模

も

様
よう

。腹
ふく

面
めん

は黄色みのある白色で全
体に暗色のまだら模

も

様
よう

がある。1回に6千～ 4万個
こ

の卵
たまご

を
産
う

む。幼
よう

生
せい

は1～ 2年かけて全長10㎝になる。

■アカハライモリ
体は暗

あん

褐
かっ

色
しょく

から黒色で、腹
ふく

面
めん

にはよく目立つ赤いまだら模
も

様
よう

があり、地
ち

域
いき

や個
こ

体
たい

によって大きさや形がちがう。雌は
尾
お

が細長く、雄は先の方まで幅
はば

広い。卵
たまご

は一つずつ水草
を折った隙

すき

間
ま

に産
う

みつけられる。

■トウホクサンショウウオ
体は黒っぽい暗

あん

褐
かっ

色
しょく

で、全体に青白い多数の微
び

小
しょう

な斑
はん

点
てん

でおおわれる。背
はい

面
めん

は茶色が強く、腹
ふく

面
めん

は青みがある。
田んぼ脇

わき

の溝
みぞ

など、ゆるい流れのある水
すい

域
いき

に産
さん

卵
らん

する。
上陸した幼

よう

体
たい

はその後、林内で地表近くの物
もの

陰
かげ

にひそむ。

写真

▲

31頁

写真

▲

32頁

写真

▲

32頁

写真

▲

32頁

写真

▲

34頁

写真

▲

34頁

写真
▲

34頁

写真

▲

36頁

写真

▲

36頁

写真

▲

36頁

写真

▲

37頁

写真

▲

37頁

準絶滅危惧

準絶滅危惧

準絶滅危惧

準絶滅危惧

絶滅危惧Ⅱ類

絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧

準絶滅危惧

絶滅危惧Ⅱ類

特定外来生物


